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学校だより

校訓 たくましく 心ゆたかに 大きくのびよう

朝、子どもたちはいろんな宝物を手に登校します。道ばたに咲いていた小さな花、

どこかの庭先の木から落ちたであろう金柑、小さな手のひらの上で丸くなっているダ

ンゴムシ、そして、今一番多いのはセミやセミの抜け殻。見つけた場所やものについ

て興奮気味に話すと、「先生、あげるよ」と笑顔でプレゼントしてくれる子もいます。

子どもたちは宝物を見つける天才です。

さて、子どもたちはこの１学期、どんな宝物を見つけたのでしょう。そして、長い

夏休み、どんな宝物を見つけるのでしょうか。２学期が始まったとき、いろんな宝物

のお話が聞けることを楽しみにしています。

保護者の皆様や、いつも助けてくださっている地域やサポーターの皆様のご理解と

ご協力のおかげで１学期を終えることができました。誠にありがとうございました。

運動会について

☆１０月２日（土）に予定されている運動会について下記のように実施します。

１ 日程

日時 １０月２日（土）実施 １０月２日（土）延期

１０月２日（土）午前開催 終了後下校 午前短縮授業 12:20下校
１０月４日（月）代休 代休

１０月５日（火）５時間授業 お弁当持参 午前運動会 お弁当持参

予備日 ５時間授業 14:45下校
・年間計画では予備日は給食の予定でしたが、運動会の終了時間が通常より少し遅

くなるため、お弁当持参に変更しました。ご協力お願いいたします。

２ 参観形態

・各世帯２名まで（未就学児は除く）の参観とします。

・テントをたてたりシートを広げたりすることは禁止します。

・トラック沿いに、競技している児童の保護者 1 名が観覧できる場所を設けます。
３ その他

・コロナの感染状況によっては変更もあります。

・詳細につきましては 2学期になりましたら文書を配付いたします。

夏休み中に、新型コロナ感染症の陽性が判明したり、濃厚接触

者に特定された場合は、速やかに下記へ連絡してください。

①平日 ８：２０～１６：５０

→ 乙川東小学校 ０５６９－２８－０７９６

②土・日曜日・祝日，学校閉校期間（8/10～16），および平日の時間外

→ 市役所宿直室 ０５６９－２１－３１１１
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終業式

「１学期にがんばったこと」の発表

☆終業式に、体育館のステージ上で発表しました。今学期は、５・６年生が体育館で聞

き、１～４年生の教室とはオンラインでつなぎました。

いちがっきにがんばったこと

１ねん たけうち ぎんじ

ぼくがいちがっきにがんばったことは、たいいくです。

どうしてかというと、いろんなうんどうができるからです。

ぼくは、どっじぼうると、てつぼうをがんばりました。どっ

じぼうるは、にげるのがすきで、ぼうるをよくみてにげまし

た。てつぼうは、たくさんれんしゅうして、わざがたくさん

できるようになりました。だるままわりがむずかしくて、だるまさんのま

までまわるれんしゅうをしました。できるようになってたのしかったです。

にがっきもいろんなことをがんばりたいです。

がんばってそだてたよ わたしのホウセンカ

３年 田村 衣

わたしが一学きにがんばったことはホウセンカをそだてたことです。はじめはすごく

小さかったけど、今はとても大きくなっています。

とくにがんばったことは、水やりをわすれずにすることです。わたしは、一年生のと

き、アサガオに水やりをするのをわすれてしまって、かれそうになりました。今年は、

かれないようにしようと思いました。毎日、朝早く来て、水やりをわすれないようにし

ました。そうしたら、大きくなりました。今ではつぼみができました。花がさくのが楽

しみです。

理科のじゅぎょうでは、ホウセンカのかんさつ記ろくを書きました。

かんさつ記ろくには、大きさ、色、形、においなどをかくといいと先生が

教えてくれました。いつもは文がさいごまで書けないのに、さいごまでかく

ことができました。うれしかったです。また、ホウセンカは種から子葉が出

て、どんどん大きくなっていき、花がさくことや、植物の体は、「根・くき・

葉」の部分からできていることが分かりました。これからも、たくさんべんきょうして、

新しいことを知りたいと思います。

うれしい気持ちが私を動かす

４年 柏谷 帆南

わたしが一学期にがんばったことは、じゅ業中に手をあげる事です。一年前は自信が

なくて、じゅ業中に手をあげる勇気が出ませんでした。けれど、たくさんの友達がたく

さん手をあげ、発言していたのを見て「自分も手をあげて、発言しようかな。」と自信

と勇気がわいてきました。そして手をあげて発言したら、クラスのみんなが私の顔を見

上げてくれ、さらにリアクションもしてくれてうれしかったです。それでも自信と勇気

がわかない場合は友達と、どちらが一回のじゅ業でたくさん発言できるかなと勝負をし、

ゲーム感覚で楽しくやるときもありました。

わたしは、うれしかったときの気持ちをわすれずに、何かにちょう戦していくことが

大切だと、この一学期の間に学びました。

これからも「うれしい」気持ちを、いろいろな事につなげていきたいです。
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きれいなトーチワークに

５年 杉浦 聖菜

私が一学期がんばったことは、トーチワークの練習です。最初は、「ちゃんとできる

かな。」と不安でした。いろいろな技ができるように六年生から教えてもらいました。

そのおかげで大技をすぐにできるようになりました。

オーディションが近づいてきて、私は前日までたくさん練習しました。そしてオーデ

ィション当日。私はとてもきんちょうして、オーディションが終わってもきんちょうが

ほぐれませんでした。その後、オーディションの結果が発表されました。結果は合格、

それもセンターでした。私は心の底からほっとして、とてもうれしくなりました。

曲を決めて、私はふり付けを任され、とてもわくわくしました。しかし、どこで大技

をいれるといいかが分からず、困ってしまいました。なかなかふり付けが決まらなかっ

たけれど、同じふり付け担当の子と協力して、何とかふり付けが完成して、みんなに教

えました。私は、「覚えてもらえるかな。」と不安になりました。でも、みんながちゃ

んと覚えてくれたので、「このふり付けは完ぺきだな。」と思いました。

私は、先生から「聖菜さんをお手本にしてやってみてね。」と言ってもらえて、「今

までたくさん練習したかいがあったな。」と思いました。でも、まだまだみんなの心を

一つにしてできていません。本番まであと少しだけど、もっと上手になれるように、た

くさん練習をして、友達にも分かりやすく教えていきたいです。本番では、今まで以上

に上手にできるよう、がんばります。

新しい世界に向かって

６年 高橋 ジュリア

私が１学期にがんばったことは、私と同じブラジルから来た友達を助けたことです。

私は８才のとき日本に来ました。しかし、日本での生活が始まると、大変なことがたく

さんありました。中でも、一番大変だったことは、給食のことです。知らない食べ物ば

かりで、自分が何を食べているのか分からず、とても不安でした。きらいな物は、減ら

していいルールでしたが、見ただけでは味が分からないし、好きかどうかも分かりませ

んでした。自分から減らすことができず、食べられなくて先生に怒られてしまったこと

がありました。自分の思いを言葉で伝えることができず、とても悔しい思いをしたこと

を今でもよく覚えています。

乙川東小学校にも、日本語がしゃべれない子がたくさんいます。その子たちが、ジェ

スチャーをして話している姿を見ると、伝えたいという気持ちがよく分かります。だか

ら、私は、できるだけ通訳をして気持ちを伝えられるように手助けをしたいと思います。

これからも新しい世界に入ってがんばっている仲間を助けていきたいです。そして、

中学校という新しい世界に向かって、私も新しいことや難しいことにどんどん挑戦して

いきたいと思います。

一学期頑張ったこと

６年 濵本 翔

ぼくが一学期に頑張ったことは英語です。

英語の授業では、発表するきかいがたくさんあります。ぼくはみんなの前で英語で話

すのは、はずかしくて、なかなか勇気が出ませんでした。でも、他のみんなが発表して

いるのを聞いていたら、だんだん「思い切ってやってみよう」という気持ちがわいてき

て、チャレンジしてみました。ドキドキしたけど、みんなが拍手してくれてとてもうれ

しかったです。

英語では、外国の文化についても勉強しました。国旗や食べ物など、今まで知らなか

ったことがたくさんあり、もっと知りたくなりました。そして、英語を勉強するのが、

どんどんたのしくなってきました。

ぼくのこれからの目標は、せっかく英語を勉強したんだから、いつか、アメリカに行

くことです。そして、本場の大きなハンバーガーを食べたり、いろいろな国の友達を作

りたいです。目標達成のため、これからも英語の勉強をがんばります。



- 4 -

ゲストティーチャーを迎えて行った学習

【４年生】 ７月５日（月）ふくし交流会

【６年生】７月８日（木）和太鼓演奏会に向けてのワークショップ

ご高齢な方のお話

肢体不自由のある方のお話 視覚障害の方の疑似体験

聴覚障害のある方のお話 赤ちゃんとお母さんのお話


